
⑬熊本城顕彰会 とは

熊本城は西南戦争以来、焼け残った宇土櫓を始め、1者 llllは

久しく風雨にさらされ荒れ果てていました。そこで市1(、 り|:

民の間から熊本城保存の運動が起り「熊本城LL保存会Jが湘l

織されました。そして宇土櫓をはじめ諸櫓の改修がillめ r,メ |

昭和 2年 11月 25日 に落成しました。同保存会もこの年、会lt

を熊本県知事佐竹義文氏、副会長を熊本市長半島知1己 1(と し

た財団法人組織となり、昭和 17年 4月 に「熊本城保rr会 |、

及び昭和26年 12月 10日 には「熊本城顕彰会Jと 改|力 :し 現在

に至ちています。

熊本城を顕彰することによって、郷土熊本のサ歴史や tttυ )

保護発展に寄与することを目的にさまざまな11業 を行ってい

ます。この長年にわたる活動が高く評価され、
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に熊本県文化財功労者として、また、令和 3イ |:|サ 1に 11文 部

科学大臣から令和 2年度地域文化功労者として人単′さノlて い

ます。

明治20年 2月 熊本城史談話会が紺l織される
大正14年 10月 熊本城保存のi義が起こる
大正15年 1月  熊本城 l・iL保存会が組織される

昭和 2年 1月 宇土櫓を除く|11来の「考lll改 修 (「 1111(

(当時)にて)

6月 字上櫓改修lLL li
7月  財団法人認可、財卜J法 人熊本城拘「イ呆
存会と改称 (判 1織 設ll)

11月  宇土櫓改修落成
昭和 8年 1月 宇土櫓及び旧来の「音lfNll、 1("1等 |‖
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指定

2月 熊本城一帯史蹟指定
昭和llttH月  本会は熊本城保存に関し、そのリツプ績

顕著により文部人||:よ り人彬

月刊雑誌「熊本城 1倉 1円

財国法人熊本城保イr会 と改称

月刊雑誌 1熊本llt lは 中セli‖ |り)の必

要から第 5巻第 2)」 をもって体円
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皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げ

ます。

F熊本城顕彰会Jの歴史は古く、今から95年 ほど前に遡 りま

す。当時、熊本城は、西南戦争以来、宇土櫓をはじめとした多くの

櫓などが荒廃し、史跡としての価値を大きく損ねる状況となつてい

ました。そこでこのことを受け、我が熊本の大切なシンボルである

熊本城の保存が大きな問題となり、当時の市民、県民が集まり、大

正 15年に ド熊本城趾保存会Jが組織されました。そして、その

後、熊本城阻保存会は、宇土櫓が改修された昭和 2年に財団法人組

織となり、昭和26年 12月 には F熊本城顕彰会』と改称され、現在

に至るまで熊本城の顕彰はもちろん、郷土熊本の歴史、文化の保

護・発展のため様々な事業に取り組んで参りました。

このような長年にわたる活動が高く評価され、本顕彰会は、平成

26年 11月 に「熊本県文化財功労者」として、また令和 3年 1月 に

は文部科学大臣から「令和 2年度地域文化功労者」として表彰され

ております。

皆様ご承知の通り熊本城は、平成28年 4月 の熊本地震により甚

大な被害を受けました。その時の悲惨な熊本城の姿を思い出します

と、その姿は忍びなく、まるで私たちの心の支えが一瞬にして崩れ

去ったかのようでありました。しかしその後、県内外の多くの皆様

のご理解の中、熊本市が中心となり復旧・復興に取り組まれ、現在

は熊本城天守閣の復 1日整備工事も完了し、大天守の特別公開も始ま

り、熊本地震前と変わらぬ威容を誇つております。しかしながら、

城内の被災した櫓や石垣等の多くはまだまだ復旧の途上であり、そ

の全ての復 1目が終了するにはまだ多大な時FHHが必要であり、一日も

早い復 1日を心から願っているところです。

本顕彰会におきましては、今後も熊本城の早期の復旧・復興を積

極的に支援してまいりますとともに、貴重な歴史文化遺産として後

出へ残すべく、顕彰し、保存に努めて参る所存です。

どうか、これからも皆様のご理解とご支援を賜りますようよろし

くお願い中し上げまする

艤主な事業
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在熊の郷圭史家の方々の熊本城や城下町、細川藩に関わる真摯

な研究論文の掲載を中心に、年 4回 (2月 、 5月 、8月 、H月 )

発行しています
`

熊本城の矢Πられざる部分や歴史的役割、あるいはこれにまつわ

る逸話など、広く熊本の歴史や人物を掘り起こし、多くの方々に

紹介しています。

会誌 『熊本城』は、日召和 15年 2月 11日 に月刊雑誌として第 1

号が刊行されましたが、戦時中のこともあり昭和19年休刊のやむ

なきに至りました。その後、時代を経て多くの方々から復刊の強

いご要望を受け、平成 3年 2月 22日 に復刊第 1号が刊行され、こ

れまで30年以上にわたり発行を続けています。

会誌『熊本城』は、購読会員に送付するほか、県、市の行政機

関や図書館、公民館、報道機関等にも贈呈しています。
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]`撫本城めぐいい剛僻

熊本市熊本城調査研究センターの協力を得て、熊本城の調査研究

にかかわる専門職員の方々を講師に、熊本城域を徒歩で回りながら

歴史研究を体験します。特に熊本地震後は熊本 ljKの 被害状況や復興

状況についても学びます。

《主な年間予定》

5月 初夏の熊本城めぐり
9月 初秋熊本城めぐり
10月  秋の熊本城めぐり
11月  晩秋熊本城めぐり
3月  春の熊本城めぐり

《最近の「西南の役」記念会における記念講演会》

平成29年度  「今、なぜ、清正公さまなのかJ
講演者 湯田榮弘氏 (加藤神社名誉宮 l・I)

平成30年度  「西南戦争戦跡出土品が語る近代化」
講演者 美濃口雅朗氏
(熊本市文化振興課文化財保護主幹 )

令和元年度  「加藤清正と忠廣―肥後加藤家改易の研究」
1講演者 福田正秀氏 (歴史研究家 )

*令和 2年度(3年度及び4年度は、コロナ感染症の影響によ
り開催を中止しました。
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熊本城や熊本城に関連した事変事象を調査研究した成果を冊子

として発行し、多くの方々の歴史認識を深めます。

『熊本城 歴史と魅力』  富田紘一著 1,000円 (税別 )
『西南戦争古写真アルバム』富田紘一著  500円 (税別 )

5,攘本構成議囀会麟戯資苺|「)溝爛と層鷲仲 l・ l

熊本城顕彰会は、熊本城や西南戦争に関する貴重な歴史資料

933点 を所蔵 しています。この貴重な資料が地域文化の振興に資

することを目的に、熊本市熊本博物館に貸付けを行つており、同

博物館において展示公開されています。

■

鶴

*l国 の定員は30名 (非常に好評でイリ||‖ 1選にな´
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熊本城もその舞台になつた「 lLヵ の役Jυ )1■ 11

後の内戦の歴史を後 llに 正しく伝えるため、毎年

による記念講演会などを開llliし ています.

「西南の役Jに おける熊本城の政防戦は、 りl治 10年 2月 22日 に始
まり、同年 4月 14日 午後までの5()数 ロハ|の 人激戦であったわけです

が、当時参戦 した谷千城 (た に たてき)、 児 |:源太郎、乃木希典
(の ぎ まれすけ)な どの高官が、この人激戦に思いをはせて東京で
催したのが、この記念会の始まりと|ン )メ tて いますで,

っています。)

計を1り い、日本最

4月 に郷t史家等

熊本城顕彰会会長

湯田榮弘

西1綺戦争「:||ず 1,IIバ ム

熊本城北面大観図 (杉谷雪樵作)


